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lAa-3　　　 女子大学生の骨強度の年変化と生活要因の関わり

○山口　真理子 、゙坂本　 裕子゛゙、三好　 正満*

( 奈゙良女大、** 龍谷大短大)

【目的】骨粗瓢症の予防は、若年期からそのピークボーマスを高めておくことが重要であ

ると言われている。今回、1997 年と98 年共に骨強度測定をした女子大学生を対象に、１

年間の骨強度の変化とそれに関わると思われる生活要因等を調べた。【方法】奈良女子大

学の大学生304  名を対象に、97 年と98 年に、超音波骨密度測定装置による埋骨の骨強度

(Stiffness)と体脂肪率の測定をし、98 年に、３ 日間の食事、運動を含む生活状況、写真か

らの料理選択能力(イメージ能力)、３ 日間の歩行の調査・測定を行った。　１年間で骨強度

が4  以上上下した者をそれぞれ、上昇群、下降群とし、得られたデータを基に、相関、分

散分析、ｔ検定、χ'検定、因子分析、判別分析等を用いて両群の差や特徴を分析した。【結

果】97 年、98 年の骨強度の平均値は、それぞれ90.1 土12.5、90.7±12.2 であった。骨強

度の平均年変化は、0.57土5.51 で、上昇群、下降群では、それぞれ6.51 土2.62、 －8.67土

5.25 であった。パラメトリック項目を相関、ｔ検定で分析した結果、上昇･下降群間では、

栄養摂取量と運動時間に差があったが、ノンパラメトリック項目からは、はっきりした結

果が得られなかった。そこで、ノンパラメトリック項目を得点化した後、因子分析によっ

てパラメトリック項目から５因子[体格、栄養(栄養素摂取)、運動(クラブ･時間)、イメージ

能力、歩行]。ノンパラメトリック項目から ３因子[栄養(ヘルシー志向)、栄養(食欲)、乳製

品]を抽出した。また、骨強度上昇群と下降群に分ける判別式を求めたところ、栄養、歩行

が決定力の強い因子となった。

lAa-4　　　 廃用性骨萎縮 発症に及ぼすエストロ ゲンの影響

(卵巣摘 除ラットを用い た尾部懸垂 実験)

○河野節子'、大森幸子"(･ 名古屋女大短大、'‘名古屋大環研)

【目的】骨 粗 粗症は閉経後 に進行し 、ｴｽﾄﾛ ｹﾞﾝ の補充に より骨 量減少 が防止 されるこ とは

臨床的に確か めら れてい る。し かしなが ら、ｴｽﾄﾛ ｹﾞﾝ が骨 量減少 を防止す る機序 は必ず し

も明らかに されてい ない 。そこで、 本研究で は骨 粗粗 症ﾓ ﾃﾞﾙ として卵巣摘 除ﾗｯﾄ に尾 部懸

垂 を施し、後肢 に誘導 される廃用性骨 萎縮の発 症にｴｽﾄﾛ ｹﾞﾝ 投 与が どの様な作用 を及 ぼす

かを大腿骨で の骨吸 収、骨形 成に関わるｍＲＮＡの発現を中心 に検討し た。 【方法】4 週齢 雌

ﾗｯﾄ24 匹の卵 巣を摘除後 、ｴｽﾄﾛ ｹﾞﾝ補 充群 と非補充群 に分けた。こ の2 群をそ れぞれ非懸垂

群( Ｎ)及 び懸垂群(S) に分け 、ＯＶＸ･Ｎ、ＯＶＸ-S、E2-N 、E2-S の計4 群 とし、S 群には7 日 間の

尾 部懸垂 を実施し た。懸垂 終了 後、大腿骨を摘出し 湿重量、Ca 、Pi を測定した。 また大 腿

骨 をﾎﾓ ｹﾞﾅｲ ｽﾞ し、totalRNA を抽出し、その10 μgを用い て、ノザ ンブロット法によりｵｽﾃｵｶﾙｼﾝ

(OC) ｍＲＮＡ、酒石酸抵抗 性酸ﾌｫｽﾌｧﾀｰ ぜ(ＴＲＡＰ)ｍＲＮＡ発現を検討 した。 実験期 間中尿を採取

してﾋﾟﾘV  ﾉﾘﾝ(ＰＹＤ)排泄量 も測 定した。 【結 果】懸垂 による大腿骨 湿重量お よび骨 中Ca 、

Pi含量 の低下 はＯＶＸ群にのみに認め られた。 ＰＹＤは、 懸垂 の有無 に関わらずＯＶＸ群 でE2 群

より多 かっ た。骨形成 の指標であるＯＣｍＲＮＡはE2-N 群と比 較してＯＶＸ-Ｎ群 で発現力側 加し、

更 にＯＶＸ、E2 両 群で懸垂 によ り発現 が低 下した。骨吸 収の指標であ るＴＲＡＰｍＲＮＡではE2

投与 によっ て も差は認めら れなかっ たが、懸垂 により発現が低下 した。 【結論 】ＯＶＸ群 で

はoc ｍＲＮＡの発現 が上昇 し、ＰＹＤ の尿 中へ の排泄 が増加し ている こと より、 卵巣摘 除に

より、骨 代謝は高代謝回転型に移行するこ とが示唆された。 また尾部懸垂によりoc mRNA 、

TRAP ｍＲＮＡ発現が低下したこと より、低代謝回転が引 き起こされることが示唆された。
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